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設置目的設置目的設置目的設置目的のののの達成度達成度達成度達成度    

１ 計画(Plan)と実績(Do) 

設 置 目 的 
幼稚園教育の基本に基づいて展開される幼稚園生活を通して、生きる力の基礎を育成す

るよう、家庭との連携を図りながら、生涯にわたる人間形成の基礎を培う。 

運 営 事 業 名 Ｈ21年値 Ｈ22年目標値 Ｈ22年実績値 対前年比 目標達成率 評価 

幼稚園管理運営事業 58人 142 59人 101.7％ 41.5％ Ｄ 

幼稚園施設整備事業、幼

保一元化事業 
4施設 4施設 4施設 100％ 100％ Ａ 

設置目的に対する総合評価     

目 的 達 成 度 の 

評 価 基 準 

目標値→保育所を除く在宅率の平均（50％）を基準とし、地域別に対象年齢児の半数を

指標とした。（H20年度の人口数を使用） 

どの事業も 5段階評価の基準をＡ90％以上、Ｂ70％以上、Ｃ50％以上、Ｄ30％以上、Ｅ

10％以上とする。 

 

２ 現状分析(Check) 

運 営 事 業 の 

意 義 と 現 状 

幼児期における教育は、生涯にわたる人格形成の基礎を培う重要なもので、幼稚園は、義務教育及

びその後の教育の基礎を培う場である。働く親が増えている中、保育所利用を希望する家庭が多い

ため、幼稚園希望者が少なくなっている状況と各施設の老朽化、耐震面から考えると幼稚園、保育

所の再編整備は必要と考えられるため、平成 25年度末を目標に検討を進めている。 

上 記 の 原 因 
少子化の進行、雇用や生活スタイルの多様化による保育ニーズの変化、財政の逼迫と施設の老朽化

によるもの。 

 

３ 次年度以降への改善点(Action) 

具 体 的 な 

改 善 方 策 

施設の規模や状況、立地条件等から考察すると、再編計画においても拠点施設としての役割を担う

施設として位置づけていくことが適当だと考えている。施設修繕などを行い、平成 26 年度以降も

継続利用していくよう整備が必要。 

運 営 事 業 名 Ｈ23年度目標値 備    考 

幼稚園管理運営事業 142人  

幼稚園施設整備事業、幼保一

元化事業 
4施設  

   

Ｈ23年度運営

事業と目標値 

   

 

※参考 前年度までの運営事業の実績値と評価 

運 営 事 業 名 H  年度 Ｈ  年度 H  年度 Ｈ  年度 

総合評価                 
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効効効効    率率率率    性性性性    

１ 計画(Plan)と実績(Do) 

効率性指標 Ｈ21年度値 Ｈ22年目標値 Ｈ22年実績値 対前年比 目標達成率 

Ａ 施設総利用

者数等 
58 142 59 101.7％ 56.2％ 

Ｂ  年間経費

(除く収入) 
26,271,843 16,219,309 27,204,204 103.5％ 167.7％ 

①利用単位

当たり経費 

Ｂ／Ａ 452,963 114,220 461,088 101.8％ 403.7％ 

②光熱水費 847,655 1,304,000 846,264 99.8％ 64.9％ 

③消耗品費 428,060 350,000 459,199 107.3％ 131.2％ 

効率性指標の考え方等 

A→年度末時点での園児数 

目標値→保育所を除く在宅率の平均（50％）を基準とし、地域別に対象年齢児の半数

を指標とした。（H20年度の人口数を使用） 

 
２ 現状分析(Check) 

効 率 性 の 

現 状 

現在各クラス約２０名の園児がおり、幼児教育を行ううえで最も適正な人数で教育が実施されてい

る。 

 
３ 次年度以降への改善点(Action) 

具 体 的 な 

改 善 方 策 

下田幼稚園に関しては、今後も市内における幼稚園教育の拠点施設としての役割を担う施設として

位置づけていくことが妥当だと考えるが、今後統廃合を進めることで定員の充足率が上がると考え

る。 

①利用単位当たり経費 Ｂ／Ａ 195,540  

②光熱水費 1,035,500  
H23年度効率性

の 目 標 値 
③消耗品費 435,000  

 

※参考 前年度までの効率性指標 

効率性指標 Ｈ 年度 Ｈ 年度 Ｈ 年度 Ｈ 年度 

目標値     

Ａ実績値     

Ｂ実績値     

Ｂ/Ａ     

対前年比     

①利用単位当たり 

経費 

目標達成率     

目標値     

実績値     

対前年比     
②光熱水費 

目標達成率     

目標値     

実績値     

対前年比     
③消耗品費 

目標達成率     
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４ その他の指標 

区  分 説    明 単位 H20 年度 H21 年度 H22 年度 

①有料部分の

年間経費 

使用料等を徴収する部

分の年間経費 
円 26,591,520  26,271,843 27,204,204 

②受益者負担

額 

施設の本来の目的によ

る使用料等の年間総額 
円 4,080,900 3,714,900 3,757,600 

③受益者負担

比率 
②÷① ％ 15.3 14.1 13.8 

④補正受益者

負担額 

減免者より世紀の料金

を徴収したと仮定した

場合の受益者負担額 

円 4,080,900 3,727,100 3,794,200 

受益者負担 

の適正性 

⑤補正受益者

負担比率 
④÷① ％ 15.3 14.2 13.9 

 

 

年度 Ｈ20年度 Ｈ21年度 Ｈ22年度 Ｈ23年度(予算) 

人口（4月 1日：人） 25,802 25,549 25,224 24,881 

運営経費（収入除く） 872 883 930 935 

運営に掛か

る税負担 

(市民負担) 
人口 1 人あ

たり（円/人） 年間総経費 1,095 1,106 1,150 1,154 
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利用者満足度調査利用者満足度調査利用者満足度調査利用者満足度調査    

 

実施の有無 ■ 有  □ 無 調査の方法 アンケート Ｈ22年度調査数 
前期 53件 

後期 58件 

 

○貸館利用者向け 

 １ 調査結果 

Ｈ20年度回答数 Ｈ21年度回答数 Ｈ22年度回答数 
設問 回答種類 

前期 後期 前期 後期 前期 後期 

園は教育目標、重点

目標の達成に向けて

努力していますか 

A（している）B（や

やしている）C（あ

まりしていない）D

（していない） 

実施なし 実施なし 

Ａ 38 

Ｂ 13 

Ｃ  2 

Ｄ  1 

Ａ 47 

Ｂ  9 

Ｃ  1 

Ｄ  0 

Ａ 48 

Ｂ  5 

Ｃ  0 

Ｄ  0 

Ａ 53 

Ｂ  5 

Ｃ  0 

Ｄ  0 

お子さまは、登園を

楽しみにし、楽しい

園生活を送っていま

すか 

A（している）B（や

やしている）C（あ

まりしていない）D

（していない） 

実施なし 実施なし 

Ａ 43 

Ｂ 11 

Ｃ  0 

Ｄ  0 

Ａ 50 

Ｂ  7 

Ｃ  1 

Ｄ  0 

Ａ 50 

Ｂ  3 

Ｃ  0 

Ｄ  0 

Ａ 53 

Ｂ  5 

Ｃ  0 

Ｄ  0 
園は遊びを充実させ

たり環境を整えたり

するための指導の工

夫改善を行っていま

すか 

A（している）B（や

やしている）C（あ

まりしていない）D

（していない） 

実施なし 実施なし 

Ａ 43 

Ｂ 10 

Ｃ  0 

Ｄ  0 

Ａ 49 

Ｂ  8 

Ｃ  1 

Ｄ  0 

Ａ 45 

Ｂ  8 

Ｃ  0 

Ｄ  0 

Ａ 46 

Ｂ 12 

Ｃ  0 

Ｄ  0 

園は家庭への連絡、

たよりの発信等を通

して、家庭との連携

を円滑に図っていま

すか 

A（している）B（や

やしている）C（あ

まりしていない）D

（していない） 

実施なし 実施なし 

Ａ 38 

Ｂ 13 

Ｃ  2 

Ｄ  1 

Ａ 37 

Ｂ 19 

Ｃ  1 

Ｄ  1 

Ａ 42 

Ｂ 11 

Ｃ  0 

Ｄ  0 

Ａ 48 

Ｂ 10 

Ｃ  0 

Ｄ  0 

※今年度寄せられたクレーム等 

４･5歳児の地区別集団降園について見直す時期にきているのではないかという意見が 2名あり。 

 

 

 ２ 調査結果から読み取れること 

・ 全体的な傾向として、Ａ、Ｂと答えていただいている割合が 90％以上で高い水準で安定している。保護者か

ら教育構想、教育活動を理解していただき、信頼されている園運営ができている。 

・ 園便り通信の情報発信の工夫により、家庭、保護者の幼稚園教育の理解が深まってきている。 

 

３ 次年度以降への改善点 

・ 教育目標、重点目標等に迫る具体的な子どもの育ち、指導の積み重ねを理解していただくための情報発信の

更なる工夫、改善。 

・ 上記設問 1～4は市内幼稚園共通の事項である。Ｈ23は園独自の｢地域の人々、異校種交流への取り組みを積

極的に進めていますか｣という項目で評価してもらう。 

・ 保護者からの意見を真摯に受け止め、すぐに改善できること、時間をかけて改善できることなど、全職員で

話し合いよりよい子どもの成長を目指して努力していく。  

施設修繕計画及施設修繕計画及施設修繕計画及施設修繕計画及びびびび備品購入計画備品購入計画備品購入計画備品購入計画    

破損 

年度 
全ての破損した箇所・備品名 経費見積 

修繕・買換等 

予定年度 
備考（修繕済年度等） 

Ｈ20 受水槽送水側フレーキ破損   Ｈ20 修繕済 

Ｈ22 デジタル体重計   Ｈ23 購入済 

Ｈ22 総合遊具アスレチック、つり橋桟破損   Ｈ22 修繕済 

Ｈ22 総合遊具すべり台裏面溶接部破損   Ｈ22 修繕済 

Ｈ22 総合遊具ロープほつれ、柱摩耗   Ｈ22 修繕済 

Ｈ22 キッチンガス湯温調節機故障    

※今後想定される維持管理事項 

 今後も幼稚園教育の拠点施設として存続していく施設と位置付けているため、修繕は積極的に行い破損等の対応

をしていく必要がある。 
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管理運営上管理運営上管理運営上管理運営上のそののそののそののその他評価項目他評価項目他評価項目他評価項目    

 

当該施設の必要性 

 

廃止、休止等の可能性 

 

施設の設置目的変更の可能性 

 下田幼稚園に関しては、今後も市内における幼稚園教育の拠点施設としての

役割を担う施設として位置づけていくことが妥当だと考える。 

民間による管理運営の可能性 

 

今後の管理運営主体の見込み 

 

行政関与の妥当性 

施設の設置目的、民間事業者の未参入という下田市の現状を考えると困難であ

ろうが、適正な運営能力を持つ民間事業者による運営は可能である。 

運営母体となる民間事業者がない本市の状況下では、行政が主体となって運営

にあたらなければならない。 

施設の管理運営と経費の妥当性 最小限の経費で維持管理を行うための効率化に努めている。 

施設の性質や実費経費からみた

受益者負担の妥当性 

授業料については、3年毎に見直しを実施、平成 18年度に 5,000円から 6,100

円に改定を実施した。平成 20年度見直しを検討し平成 21年度実施時期であっ

たが、国の推移等を見極めつつ、改定は実施しなかった。 

その他の管理運営上の課題 

下田市の幼保再編整備計画において、今後も拠点施設として存続していく施設

になるため、新設園ができた場合は新設園と同様のサービスが提供できるよう

にする必要がある。また施設についても存続を考えた中での修繕、整備が必要

となる。 

【参考】 

市内や賀茂郡内の類似施設の管

理運営状況等 

 

 

 

平成平成平成平成    年度年度年度年度    実施実施実施実施運営運営運営運営事業内容事業内容事業内容事業内容    

運営事業名 事業内容 次年度に向けての改善事項 
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施 設施 設施 設施 設 のののの 概概概概 要要要要    
    
１ 施設名 

（愛称名） 
下田市立下田幼稚園 

２ 担当課 

担当係 

学校教育課 

こども育成係 

３ 所在地 下田市一丁目 17番 2号 ４ 設置年月 大正 14年 月 日 

Ⅰ   

基 本 目 標 未来の人づくり、幼児教育 
５ 総合計画の 

位置付け 基本目標を実現 

するための施策 

項目 

幼稚園・保育所の一元化、幼児

教育の充実 

内容 

組織の構築、新園の整備、教

育活動の弾力化、幼稚園整備 

６ 設置目的 
幼稚園教育要領に基づき展開される幼稚園生活を通して、生きる力の基礎を育成し、家庭との連携

を図りながら、生涯にわたる人間形成の基礎を養う。 

７ 設置根拠 下田市立小・中学校及び幼稚園設置条例 

敷地面積 4,294㎡     建築年月 平成 5年 2月 

建築面積（鉄骨一部木造） 647.85㎡ 

施設の概要 
園舎（教室、遊戯室、職員室） 

運動場 

実 施 事 業 

の  概  要 

幼稚園における幼児教育（23.4.1） 

3歳児 25人  4歳児 17人  5歳児 22人 合計 64人 

料 

金 

区 

分 

授業料 月額 6,100円（8月分を除く）〈H18料金改定〉 

給食費 月額 4,100円（給食費会計）  〈H21料金改定〉 

 

種別 単位 昼 夜 昼夜 備考 

      

      

   

主  

な  

料  

金 

   

減
免
内
容 

（授業料の減免） 

第 5条 市長は，園児が登園しないことが月の初めから末日までに及ぶとき

は，当月分の授業料を免除することができる。 

2 市長は，幼児教育の振興を図るため，園児の保護者に対し，規則で定め

る場合に該当するときは，授業料を減免することができる。 

料 金 体 系 

利用料金制度 □ 有    � 無 

� 直接運営 

□ 指定管理者制度 → 指定管理者  
施 設 運 営 

方     法 
□ 一部委託    → 委託内容  

８ 施設の概要 

直接従事職員 
（23.4.1現在） 

正職員 3名  臨時職員 3名  合計 6名 

下田市所有 吉佐美幼稚園、白浜幼稚園、稲梓幼稚園 
９ 市 内 の 

類似施設 
民間所有  
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取得費及び財源内訳 平成 22年度末残高 

土地取得費  土地残高  

建物取得費 174,089,000円 建物減価償却後残高 92,164,776円 

財源内訳  

国・県支出金  

年間償却額算定式 

174,089,000円÷34年＝5,120,264円 

市債  市債残高 8,146,059 

一般財源    

 

寄附金等    

 

10 取得費等 

の情報 

（単位：円） 

物品(＊万円以上)  物品減価償却後残高  

（備考） 

減価償却の方法 

・ 定額法 

・ 残存価 1円 

・ 新設翌年度か

ら償却 

・ 耐用年数 

34年 

（償却満了 

H5.2～H39.1） 

区    分 H20年度決算 H21年度決算 H22年度決算 H23年度予算 

収入 幼稚園使用料 4,080,900 3,714,900 3,757,600 4,495,700 

収 入 合 計 4,080,900 3,714,900 3,757,600 4,495,700 

1節 報酬 135,900 137,700 165,670 141,000 

2節 給料 11,406,300 11,373,682 11,034,577 11,716,636 

3節 職員手当等 4,938,833 4,672,282 4,345,275 4,621,091 

4節 共済費 2,600,988 2,808,285 2,762,508 3,053,727 

7節 賃金 4,938,278 3,842,790 5,051,971 4,697,136 

9節 旅費 69,765 68,473 64,233 48,250 

11節 需用費 1,655,526 1,878,460 2,123,294 1,831,500 

12節 役務費 212,543 213,553 216,843 212,600 

13節 委託料 421,958 403,982 403,718 427,500 

14節 使用料及び賃借料 153,255 828,752 824,297 840,000 

18節 備品購入費 0 0 170,520 133,000 

19節 負担金補助及び交付金 58,174 43,884 41,297 44,250 

支

   

出 

支出合計 26,591,520 26,271,843 27,204,204 27,766,690 

 

減価償却費 5,120,264 5,120,264 5,120,264 5,120,264 

市債利子 634,243 534,756 430,944 322,620 

職員人件費     

下田市負担年間総経費 28,265,127 28,211,963 28,997,812 28,713,874 

 

 

備考 
 

年 度 H20.5.1 H21.5.1 H22.5.1 H23.5.1 

 ｸﾗｽ数 幼児数 ｸﾗｽ数 幼児数 ｸﾗｽ数 幼児数 ｸﾗｽ数 幼児数 

3歳児 1 22 1 15 1 15 1 25 

4歳児 1 20 1 20 1 19 1 17 

5歳児 1 19 1 19 1 21 1 22 

合 計 3 61 3 54 3 55 3 64 

463,363円/人 522,444円/人 527,233円/人 448,654円/人 

利用 

状況 

参考：利用単位

当たり市負担額 算出方法：11欄の「下田市負担年間総経費」÷利用者数 

休園日 土曜日・日曜日、祝日、夏季・冬季・春季休暇 

12 施設利用状

況等の推移 

教 育 

時 間 
4時間 

  

（参考資料） 


